○三大循環って？
　大気循環（半年）
　海洋循環（2000年）
　マントル循環（数億年）


○温室効果ガスについて
　温室効果は90％が水蒸気によるもので、昨今話題になっている二酸化炭素などは残りの10％に含まれている。しかし、水蒸気はある意味どうしようもないのでそのほかを何とかしようという話になっている。地球温暖化に対する寄与度を地球温暖化係数というが、
　CO2　1
　CH4　23
　NO2　296
　フロン　22200
となっている。これだけを見るとさほどCO2は問題ないように見えるが、量が多いために結果的にフロンなどよりも温暖化に貢献しているために、CO2を減らそうという話になっているのである。
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O2がある状態だと、SO42－になる。


○LD50って？
　一定の時間内に実験動物の半数を死亡させる毒物の量。たとえばラット(雄)のLD50は50mL(皮下)である時、オスのラット数匹に50mLのある薬物を皮下注射で投与するとその半数が死亡する。数値が低いほど毒性は高い。


○LC50って？
　一定の時間内に実験動物の半数を死亡させる気体中あるいは液体中の毒物の濃度。毒物を吸入させて測定する。数値が低いほど毒性は高い。
（試験方法の違いからLD50とLC50の違いがあるのかも？）


○化学物質の管理について
　PL法(製造物責任法)：工場の製品によって被害をこうむった場合、その人は工場を訴えることが出来る。工場は自らの過失がないことを立証できない場合は賠償しなければならない。
　PRTR(環境汚染物質排出移動登録制度)：工場は化学物質の使用・排出・保管を行政に任意に報告し、行政はそれを公開する義務がある。この制度を利用する工場は使用する化学薬品の数を減らす傾向にある。
　MSDS(製品安全データシート)：工場が製品の廃棄のために、それに使用された化学物質の名称・有害性・性質・注意事項・応急措置を記載したものを用意する制度。


○DDTって？
　殺虫剤のこと。日本では戦後GHQによって使用され、シラミを根絶した。分解しにくい（＝生物濃縮しやすい）殺虫剤であるため、一度まいたらまき直しが必要ないということでアメリカを中心にどんどん使用された。しかし、生殖器に異常が出ることなど問題点が報告されたため現在では使用が基本的には禁止となっている。(しかし、マラリア予防には多大な効果を発揮するため、そのための使用に限っては許可されている)


○PCBって？
　絶縁体や冷却用熱媒体に使われていた炭化ハロゲン。しかし、たまたまそれを摂取してしまった人の皮膚が黒くなったり、手足がしびれたり、肝障害がおこったりしたので現在では製造・加工・販売が中止されている。


○用量－反応関係について
　人体に必要なZn、Cuなどの元素は少なすぎると欠乏状態になり、一定の量内では正常状態、それを超えると有害・致死といった状態を示す。縦軸を人の健康状態、横軸を用量としてグラフに示すと頭の潰れた山形になる。
　人体に必要のないCd、Pbなどの元素はある程度まで摂取しても耐性を持ち人は正常状態だが、それを超えると有害・致死といった状態を示す。上と同じようにグラフに表わすと、欠乏状態のない、似たようなグラフがあらわされる。


○閾 (しきい)値 (ち)って？
　摂取した際に健康に影響を及ぼさない化学薬品の量。この値が少ない、あるいはないほど危険な薬品とされる。


○ED50って？
　（ある化学物質を摂取することによって死亡する確率が50％となる量）－
　　　（その物質が薬理作用を示す確率が50％となる量）のこと。
　要するに、ほどほどに危険もなく効果も出る無難な薬品の量の範囲のこと。


○ADI＋αについて
　NOAEL（最大無作用量・無毒性量）：ある化学物質が薬理作用を示す確率が50％となる量。基本的に動物実験によって定められる、動物基準の量？
　NOEL（最大作用量）：ある化学物質を摂取することによって死亡する確率が50％となる量？
　ADI（一日摂取許可量）：健康上のリスクを伴わずに人が生涯毎日摂取できる体重1kgあたりの量
　TDI（耐容一日摂取量）：ADIは薬に使われるが、TDIはダイオキシンなど有毒な物質に使われる言葉で同じ意味？
　SF（安全係数）：NOAELをADIに変換する際に使用される。動物→人の場合SF＝10、人でも特に老人・幼児の場合はさらにSFは10倍されSF＝100となる。発がん物質の場合もSFが10倍される。

　ADI＝NOAEL／SF
　たとえば水銀のNOAEL＝0.0003mg/kg/日である時、老人（体重60kg）のADIを求める式は、
　ADI＝0.0003×1/100×60
となる。
（老人以外の成人の場合ADI＝0.0003×1/10×60）


○発がんの仕組み
　細胞はイニシエーターによってがん細胞の前駆物質になり、それにプロモーターが働きかけることでがん細胞になるという二段階説が主流である。
　イニシエーターに一時期に多大に曝露したり、長期にわたってある程度曝露したりした場合、がんは発症することがある。プロモーターだけでは癌にはならないが、一時期少量イニシエーターに曝露したのちプロモーターに長期間さらされた場合も、その間の期間が離れていてもがんになる可能性がある。


○ダイオキシンについて
　人が作れる中で最悪の毒性物質だと言われている。TCDDやOCDDなど結合する塩素の数によって様々な名前が存在する。異性体は75種類であるので、ダイオキシン類と呼ぶ方が正確である。また、個々のダイオキシンには無毒の物からかなり有毒なものまで様々な種類が存在するためどれだけ有害であるかは単純に量だけでは示せないので、TEF（毒性当量換係数）を使用することによって危険性を示している。


